
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　

　

することを特徴とするディスクの記録及び／又は再生装置。
【請求項２】
　前記軸の近傍に設けられた位置決めピンが移動する円弧孔の両端部を前記第一位置決め
手段及び第二位置決め手段としたことを特徴とする請求項１に記載のディスクの記録及び
／又は再生装置。
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再生するための選択されたディスクを回転させるためのターンテーブルを有する挟持手
段と、該挟持手段を回動自在に支持する軸と、該軸を中心として前記挟持手段を回動させ
る回動力供給手段と、前記挟持手段をディスクの挿脱位置と再生位置との両端位置で回動
を制限する第一位置決め手段及び第二位置決め手段と、前記第一位置決め手段と前記第二
位置決め手段との中間位置で前記挟持手段を付勢する付勢方向が反転して前記挟持手段を
前記挿脱位置または前記再生位置に位置保持するトグルバネとを備え、

前記選択されたディスクの両側に空間を形成する分離カムを設け、該分離カムには前記
回動力供給手段による前記挟持手段の前記再生位置への回動を開始させる機構を設け、

前記挟持手段には前記挟持手段を構成する一対のアームの一方を他方へ向かって付勢す
る挟持バネを設け、該挟持バネにより前記再生位置で前記挟持手段の前記アームの一方が
他方へ向かって移動するのを規制する第一規制手段を設け、該第一規制手段による規制を
前記分離カムの移動により解除する第二規制手段を設け、該第二規制手段が前記第一規制
手段による規制を解除することにより、前記アームの一方が他方へ向かって移動して前記
選択されたディスクを挟持



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は複数枚のディスクを収容して記録・再生を行なうディスクの記録及び／又は再生
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
音声を再生する目的で車両に搭載されるディスクの記録及び／又は再生装置としては、デ
ィスクプレーヤがある。このディスクプレーヤは、複数枚のＣＤ（コンパクトディスク）
をマガジンに収納し、マガジン単位でまとめて複数枚のＣＤを一度に交換する方式になっ
ている。このため、大形化するので本体部分をトランク内に収容する一方、車室内には操
作に必要な部分のみが設置されている。しかし、車両の走行中にＣＤを交換すことはでき
ず、停車してトランクを開けて行なうことが必要になり、面倒である。
【０００３】
このため、近年では車室内に収容する車載用のディスクプレーヤが開発されている。車載
用のディスクプレーヤは複数枚のＣＤを収容できるものが要求されており、車室内のイン
ダッシュの定められた空間に収容される。従って、車載用のディスクプレーヤを小形化す
ることが重要な課題となっている。
【０００４】
この車載用のディスクプレーヤとしては、例えば１ＤＩＮサイズ等と呼ばれる一定の寸法
の略直方体の形状の筺体（ケース）内に例えば６枚のＣＤを個別に載せるトレイを６枚重
ねてディスク収納部を構成し、６枚のＣＤは個別に挿入と排出とが可能であって、６枚の
ＣＤのうちの一枚を順次に選択して再生できるように構成されている。
【０００５】
例えば６枚のＣＤのうちの１枚を選択して再生する場合、従来は選択されたＣＤの一方側
の面の近傍に空間を形成し、この空間にＣＤを回転させるためのターンテーブルや光学ピ
ックアップを直線移動させて挿入して再生を行なっていた。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、ターンテーブルや光学ピックアップを直線移動させているため、移動ストロー
クの両端での位置決め及び固定を高精度で行なうと構成が複雑になる。
【０００７】
そこで本発明は、斯かる課題を解決したディスクの記録及び／又は再生装置を提供するこ
とを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　斯かる目的を達成するための請求項１に係るディスクの記録及び／又は再生装置の構成
は、
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再生するための選択されたディスクを回転させるためのターンテーブルを有する挟持
手段と、該挟持手段を回動自在に支持する軸と、該軸を中心として前記挟持手段を回動さ
せる回動力供給手段と、前記挟持手段をディスクの挿脱位置と再生位置との両端位置で回
動を制限する第一位置決め手段及び第二位置決め手段と、前記第一位置決め手段と前記第
二位置決め手段との中間位置で前記挟持手段を付勢する付勢方向が反転して前記挟持手段
を前記挿脱位置または前記再生位置に位置保持するトグルバネとを備え、前記選択された
ディスクの両側に空間を形成する分離カムを設け、該分離カムには前記回動力供給手段に
よる前記挟持手段の前記再生位置への回動を開始させる機構を設け、前記挟持手段には前
記挟持手段を構成する一対のアームの一方を他方へ向かって付勢する挟持バネを設け、該
挟持バネにより前記再生位置で前記挟持手段の前記アームの一方が他方へ向かって移動す
るのを規制する第一規制手段を設け、該第一規制手段による規制を前記分離カムの移動に
より解除する第二規制手段を設け、該第二規制手段が前記第一規制手段による規制を解除
することにより、前記アームの一方が他方へ向かって移動して前記選択されたディスクを



することを特徴とし、
　請求項２に係るディスクの記録及び／又は再生装置の構成は、前記軸の近傍に設けられ
た位置決めピンが移動する円弧孔の両端部を前記第一位置決め手段及び第二位置決め手段
としたことを徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明によるディスクの記録及び／又は再生装置の実施の形態を説明する。
【００１０】
この実施の形態は、音声を再生するディスクプレーヤに本発明を適用したものである。
（Ａ）ディスクプレーヤの構造の全体構成
図１～図１１に示すようにディスクプレーヤは大きく分けて外観形状を形成するケース１
と、ケース１内の前面側に配置されるとともにＣＤを収納するディスク収納部３と、ケー
ス１の前面板１ａの挿脱口４に設けられるとともに、ディスク収納部３内へＣＤを挿入し
たり排出したりするための移送手段５と、移送手段５の前面側に設けられるとともに前面
板１ａの挿脱口４を開閉する開閉手段６と、ケース１内の背面側に配置されるとともにデ
ィスク収納部３内のＣＤのうちのいずれか一枚を選択して再生する再生手段７と、ディス
ク収納部３の背面側の左右に設けられるとともに排出しようとするＣＤを移送手段５へ向
かって押し出す押出手段８と、ケース１の左右の側板１ｂ，１ｃの外側に主として設けら
れるとともに、ディスク収納部３や再生手段７等を操作するための操作手段９とで構成さ
れる。
【００１１】
前記の再生手段７は、昇降するピックアップ昇降台１０の両側に配置されるとともにディ
スク収納部３内の複数のＣＤのうちの選択されたＣＤの上下に空間を形成するための空間
形成手段１１と、ピックアップ昇降台１０の上に回動自在に設けられた下アーム１３と上
アーム１２とによって構成されるとともに前記空間に入り込んで選択されたＣＤを挟持す
る挟持手段１４と、前記下アーム１３に取り付けられるとともに挟持したＣＤを回転駆動
するディスク駆動手段１５と、前記下アーム１３に設けられるとともに回転するＣＤから
情報を読み取るピックアップユニット１６と、ＣＤを挿脱するための状態である挿脱モー
ドとＣＤを再生するための状態である再生モードとのうちの再生モードのときにのみ前記
移送手段５の駆動力を挟持手段１４へ伝えて回動させる回動力供給手段１７と、挟持手段
１４がＣＤを挟持する時期を設定する規制手段１８とで構成されている。
（Ｂ）ケース
まず、ケース１について説明する。ケース１は前面板１ａと側板１ｂ，１ｃと天井板１ｄ
と底板１ｅとで構成され、背面は開放されている。そして、側板１ｂ，１ｃと底板１ｅと
は一体化されている。
（Ｃ）ディスク収納部
図３（ａ）に示すように、ディスク収納部３は６枚のトレイ２と６枚のトレイ２を載せた
ディスク昇降台２２とによって構成されており、ケース１内の前面側には支持手段として
鉛直方向に沿う４本のガイド支柱２３の両端が底板１ｅ，天井板１ｄに結合して支持され
ている。
【００１２】
トレイ２は図４に示すように薄いアルミ板２ａの両側の上面に樹脂２ｂを貼着して形成さ
れている。夫々の樹脂２ｂの中間部と背面側には側方へ突出する一対のピン２ｃ，２ｄが
形成されており、前面側のものは長く、背面側のものは短い。樹脂２ｂの高さはＣＤの厚
さと略同一の厚さに設定されており、樹脂２ｂの上面にはアルミ板２ａとの間にＣＤを挟
むための板バネ２ｅの前面側が固着されている。板バネ２ｅの背面側の内側にはＣＤを押
える押え部２ｆが形成される一方、背面側の外側には後述する分離カム８２の下面によっ
て下方へ押さえられる受け部２ｇと、後述する上段嵌入部８２ｊの下面によって上方へ向
かう力を受ける受け部２ｈとが形成されている。夫々の樹脂２ｂの前面側及び背面側には
、前記ガイド支柱２３を挿通するためのガイド孔２ｉが樹脂２ｂ及びアルミ板２ａを貫通
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挟持



して形成されている。アルミ板２ａの両面におけるＣＤの外周面近傍が当接する部分には
円弧に沿って図示しない緩衝材が貼着されている。最上段のトレイ２における樹脂２ｂの
両端には、図３（ａ）にも示すように天井板１ｄと最上段のトレイ２との間に設ける付勢
手段としてのコイルバネ２４を受けるための円筒形のバネ受け２ｊが一体的に形成され、
図３（ｂ）に示すようにバネ受け２ｊの下端が内側へ少し突出して受け部２ｋが形成され
、受け部２ｋでコイルバネ２４の下端を受けるようになっている。これは、長いバネを用
いることによって圧縮長さが大きくなっても圧縮に要する荷重があまり大きくならないよ
うにするために設けられている。
【００１３】
一方、ディスク昇降台２２は、左右端を上方へ屈曲させた形状に形成されている。水平な
部分には前記ガイド支柱２３を挿通するためのガイド孔２２ａが形成され、左右の鉛直な
部分の外側にはディスク昇降台２２を昇降させるための一対のピン２２ｂが水平方向へ突
出させて固着されている。これらの一対のピン２２ｂは、ケース１の側板１ｂ，１ｃに夫
々形成された２本の鉛直スリット２５に挿通されてケース１の外へ突出している。
【００１４】
前記ディスク昇降台２２と６枚のトレイ２とが、これらのガイド孔２２ａ，２ｉにガイド
支柱２３を挿通させることで昇降自在に支持されている。そして、ケース１の天井板１ｄ
，底板１ｅには４本のバネガイド２６の上端，下端が固着され、夫々のバネガイド２６は
バネ受け２ｊに挿通されている。そして、バネガイド２６を囲繞するようにして設けられ
た付勢手段としてのコイルバネ２４の下端がバネ受け２ｊの下端の前記受け部に当接して
いる。
【００１５】
なお、ディスク載置手段として本実施の形態では図３（ａ），図４のトレイを用いたが、
図中に二点鎖線で示す部分を切断し、アルミ板２ａのうちのＣＤの外周部が載る両端部の
みを残して中央部を除去した一対の載置片を用いることもできる。
（Ｄ）移送手段
図２に示すように、移送手段５は、ケース１の前面板１ａに設けられている。前面板１ａ
には挿脱口４が形成されている。挿脱口４には駆動軸３０と従動軸３１とが回転自在に支
持されている。駆動軸３０の両端は回転自在に前面板１ａに取り付けられている。従動軸
３１の両端は前面板１ａの側面に鉛直方向へ長く形成された長孔３２に挿通されている。
駆動軸３０，従動軸３１の中間部を支持するため、図５に示すように下方への移動が拘束
された樹脂軸受３３の背面側の溝３３ａに駆動軸３０の中間部の小径部が回転自在に嵌め
込まれる一方、図示しない一対のガイド突起と一対のガイド溝とを介して昇降自在な樹脂
軸受３４の背面側の溝３４ａに従動軸３１の中間部の小径部が回転自在に嵌め込まれてい
る。従動軸３１には樹脂からなる一対のローラ３５が取り付けられ、駆動軸３０にはゴム
からなる一対のローラ３６が取り付けられ、いずれも図示しない止め輪により軸心方向へ
のスライドが拘束されている。従動軸３１の両端には円周溝が形成され、前面板１ａの側
面に固着されたバネ掛ピン３７と円周溝の部分とには、従動軸３１を駆動軸３０へ向かっ
て付勢するためのバネ３８の両端が係合している。
【００１６】
前記駆動軸３０を駆動するための手段について説明する。図６に示すように、駆動軸３０
の右端には歯車３９が固着され、右側板１ｃの内側には歯車４０と、歯車４１と、相互に
一体化した歯車４２，４３が回転自在に支持されている。底板１ｅの上には歯車４３に噛
み合うウォーム４４と歯車４５とが一体となって回転自在に支持され、底板１ｅに取り付
けた移送用モータ４６の出力軸に固着したウォーム４７が歯車４５と噛み合っている。
【００１７】
ローラ３５，３６によるＣＤの挿入が完了したのちに更に数ミリメートルだけＣＤを押し
込む操作が自動的に行なわれるようにするため、図２，図５に示すように押込手段４８が
設けられている。前面板１ａにおける挿脱口４の上下には三対の長孔状のガイド孔４９，
５０，５１が水平方向に沿って形成されている。前面板１ａの背面側の左右には一対のス
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ライド台５２が設けられ、スライド台５２に固着された３本のガイドピン５３，５４，５
５が前記ガイド孔４９，５０，５１に抜取不可能に挿通されている。夫々のスライド台５
２における背面側には鉛直軸５６を介して樹脂製の縦ローラ５７が回転自在に支持されて
いる。一対のスライド台５２を相互に接近する方向へ付勢するため、前面板１ａに形成さ
れたバネ掛部５８とスライド台５２に形成されたバネ掛部５９との間には押込バネ６０が
設けられている。
【００１８】
縦ローラ５７が配置された高さ位置のＣＤは縦ローラ５７によって水平方向の位置決めが
なされるが、縦ローラ５７よりも下方及び上方のＣＤの位置決めは図５のように底板１ｅ
に立設された位置決めロッド６１，６２と天井板１ｄに垂下するように取り付けられた図
示しない一対の位置決めロッド（位置決めロッド６１，６２の延長線上に配置され、位置
決めロッド６１，６２との間には挿脱されるＣＤの通る空間が形成されている）により行
われている。
（Ｅ）開閉手段
前面板１ａの挿脱口４を開閉する開閉手段６について説明する。図２に示すように前面板
１ａの前面側にはシャッタ６４が昇降自在に設けられている。シャッタ６４にはＣＤを通
過させるための開口部６４ａが形成され、シャッタ６４が上昇すると開口部６４ａの中間
高さ位置がローラ３５，３６の境界位置を占めて「開」になる一方、シャッタ６４が下降
すると「閉」になる。
【００１９】
即ち、前面板１ａの左右には上下で一対のガイドピン６５が立設される一方、シャッタ６
４には鉛直方向へ長い一対のガイド孔６４ｂが形成され、ガイド孔６４ｂに挿通されたガ
イドピン６５の先端には止め輪が嵌合されている。シャッタ６４が上昇して「開」になっ
たときにのみ一対のスライド台５２の間隔が大きくなり得るようにするため、中央近傍の
一対の前記ガイドピン５４が他のガイドピン５３，５５よりも長く設定され、ガイドピン
５４を挿通するためのＬ字形のガイド孔６４ｃがシャッタ６４に形成されている。このガ
イド孔６４ｃの上面には、何らかの理由で一対の縦ローラ５７どうしの間隔を押し広げて
ＣＤが無理に排出されたときにはシャッタ６４が強制的に上昇させられて「開」になるよ
うにするため、ガイドレール部６４ｄが形成されている。
【００２０】
次に、シャッタ６４を開閉するためのリンク機構について説明する。断面形状が略Ｌ字形
の左右スライド板６６の前面及び下面に左右方向へ長いガイド孔６６ａが形成される一方
、当該ガイド孔６６ａへ挿通されたガイドピン６７が前面板１ａ，底板１ｅに固着されて
いる。シャッタ６４の両側の下部にはカム孔６４ｅが形成される一方、左右スライド板６
６の前面側の両端にはスライドピン６６ｂが固着され、スライドピン６６ｂがカム孔６４
ｅに挿通されている。左右スライド板６６の下面と底面１ｅの下面とには図１７（ｂ）に
示すように下方へ突出するバネ掛部６６ｃ，６８が形成され、両者間には復帰バネ６９が
掛けられている。底板１ｅの左下面には前後方向へスライド自在に前後スライド板７０が
設けられている。即ち、前後スライド板７０に一対のガイド孔７０ａが形成される一方、
ガイド孔７０ａに挿通した図示しない頭付ピンが底板１ｅに固着されている。略Ｌ字形の
レバー７２の屈曲部が図５のように固定軸７３を介して回動自在に底板１ｅの下面に取り
付けられ、レバー７２の先端には長孔７２ａ，７２ａが夫々形成されている。そして、左
右スライド板６６，前後スライド板７０に固着されたピン６６ｄ，７０ｂが長孔７２ａ，
７２ａに遊嵌されている。前後スライド板７０には後述する外スライダ１４０によって押
圧される被押圧部７０ｃが形成されている。
（Ｆ）再生手段
再生手段７は、ディスクプレーヤの奥行寸法をできるだけ小さくするため、ディスク収納
部３の背後に接近して配置されている。再生手段７における挟持手段１４は図２に示すよ
うにピックアップ昇降台１０の上に搭載されているので、最初にピックアップ昇降台１０
について説明する。
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【００２１】
ピックアップ昇降台１０は水平板とその両側の鉛直板とを一体に形成したものであり、水
平板の前面側にはＣＤがはい入り込むように円弧状の切欠部１０ａが形成されている。夫
々の鉛直板にはピックアップ昇降台１０を昇降させるための一対のピン７７が水平方向へ
突出させて固着されている。一対のピン７７は同一高さに配置され、前記ディスク昇降台
２２の一対のピン２２ｂよりも短くなっている。これらのピン７７は、ケース１の側板１
ｂ，１ｃに形成された一対の鉛直スリット７８に挿通されてケース１の外へ突出している
。
【００２２】
▲１▼空間形成手段
図２に示すように、ピックアップ昇降台１０における両側の鉛直板の内側には、上下方向
へ重なり合うトレイ２の間へ挿入して選択されたＣＤの上下に空間を形成する空間形成手
段１１として、樹脂からなる分離カム８２が前後方向へスライド自在に設けられている。
即ち、ピックアップ昇降台１０における鉛直板の前面側上部にガイド孔１０ａが形成され
るとともにガイド孔１０ａに挿通された頭付ガイドピン８２ａが分離カム８２に固着され
る一方、図３（ａ）に示すように分離カム８２の下部にガイド孔８２ｂが形成されるとと
もにガイド孔８２ｂに挿通された図２の頭付ガイドピン１０ｂが鉛直板の前後方向での中
間位置に固着されている。
【００２３】
分離カム８２は前記トレイ２へ向かって挿入し、トレイ２における両側の４本のピン２ｃ
，２ｄを押し上げることによってトレイ２を安定して支持しかつ再生するＣＤが載ったト
レイ２の上下に空間を形成するものである。分離カム８２は、前後方向の長さの異なる２
枚の板にスリットを形成して貼り合せたような形状になっており、分離カム８２をトレイ
２の両側へ滑り込ませることにより、前面側はトレイ２の一対の長いピン２ｃを上動させ
、背面側は一対の短いピン２ｄを上動させるように構成されている。
【００２４】
即ち、以下のように構成されている。選択されたＣＤを載せる選択トレイ２及びこれより
上方のトレイ２を上動させるために一対の第一分離制御部８２ｃ 1，８２ｃ 1が形成され、
夫々の第一分離制御部８２ｃ 1の上方には選択トレイ２よりも上方のトレイ２だけを上動
させるための第二分離制御部８２ｃ 2，８２ｃ 2が形成されている。そして、第一分離制御
部８２ｃ 1と第二分離制御部８２ｃ 2との間には選択トレイ２のみを保持する第三分離制御
部８２ｄが夫々形成され、第一分離制御部８２ｃ 1と第二分離制御部８２ｃ 2と第三分離制
御部８２ｄとで分離制御部を構成している。選択トレイ２よりも上方のトレイ２のピン２
ｃ，２ｄの位置を保持する上面８２ｆと、選択トレイ２よりも下方のトレイ２のピン２ｃ
，２ｄの位置を保持しかつ板バネ２ｅの受け部２ｇを押さえ込む位置制限手段としての下
面８２ｈとが分離カム８２の移動方向に沿って形成されている。
【００２５】
選択トレイ２及び選択トレイ２より上のトレイ２のピン２ｃ，２ｄは第一，第二分離制御
部８２ｃ 1，８２ｃ 2の前進によって押し上げられるため、本来は例えばθ＝４５゜等の一
定の値に設定される。しかし、ここではコイルバネ２４を圧縮しながらトレイ２が上昇す
ることになり、トレイ２の位置が高くなるほどコイルバネ２４の圧縮量が大きくなってト
レイ２を押し上げる際に加わる負荷が大きくなる。換言すればコイルバネ２４の圧縮の初
期の段階では負荷が小さい。このため、図２１（ａ）に示すように第一，第二分離制御部
８２ｃ 1，８２ｃ 2の上部は例えばθ 1＝４５゜とする一方、下部は例えばθ 2＝６０゜とし
、両者の中間部を弧状の面により形成することで負荷が一定になるようにしている。
【００２６】
次に第三分離制御部８２ｄ，８２ｄについて説明する。第三分離制御部８２ｄ，８２ｄは
、上段嵌入部８２ｊ，８２ｊと、中段嵌入部８２ｋ，８２ｋと、下段嵌入部８２ｍ，８２
ｍとで構成されている。上段嵌入部８２ｊ，８２ｊは選択トレイ２の上下に空間を形成す
るためのものであり、中段嵌入部８２ｋ，８２ｋは選択トレイ２及び選択ＣＤを共に降下
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させて下アーム１３のターンテーブル９７上に選択ＣＤを載せるためのものであり、下段
嵌入部８２ｍ，８２ｍは選択トレイ２のみを再び降下させて選択トレイ２を選択ＣＤから
離すためのものである。
【００２７】
　（２）挟持手段
　空間形成手段１１により形成された選択ＣＤの上下の空間へ向かって回動させて選択Ｃ
Ｄを挟持する挟持手段１４について説明する。ピックアップ昇降台１０の左側には

と上アーム１２との基端部が回動自在に取り
付けられている。即ち、以下のようになっている。図８に示すように下アーム１３には中
空軸８６の下端近傍が固着され、この中空軸８６の下端がピックアップ昇降台１０を回動
自在に貫通し、抜け止めのために中空軸８６の下端には平座金９３と止め輪９４とが取り
付けられている。そして、上アーム１２の基端部には銅合金からなるスリーブ８７が貫通
して固着され、スリーブ８７に中空軸８６が挿通されることにより下アーム１３に対して
上アーム１２が平行な状態で、降下して選択ＣＤが挟持されるようになっている。中空軸
８６の上端には平座金８８が挿通されるとともに止め輪が取り付けられており、平座金８
８とスリーブ８７との間には上アーム１２を下方へ付勢する挟持バネ８９が設けられてい
る。また、中空軸８６まわりに下アーム１３と上アーム１２とが相対的に回動することな
く同期して一体的に回動するように、図７に示すように下アーム１３に立設した摺動ピン
９０が上アーム１２に形成した孔９１に摺動自在に挿通されている。挟持手段１４が回動
したときに下アーム１３上の後述するターンテーブル９７とＣＤとの位置決めの精度を上
げるため、ピックアップ昇降台１０上の中空軸８６の中には底板１ｅに立設した支柱９２
が挿通されている。
【００２８】
▲３▼ディスク駆動手段
下アーム１３の先端上面にはディスク駆動手段１５が設けられている。即ち、図７に示す
ようにスピンドルモータ９６が取り付けられ、スピンドルモータ９６の出力軸にはＣＤの
中央の孔へ嵌まり込むターンテーブル９７が取り付けられている。一方、上アーム１２の
先端近傍には図３４に示すように支持板９８の一端が固着され、他端には円形の孔が形成
されている。そして、樹脂によって形成されるとともに円板の下面に円に沿って畝状の凸
部を形成したチャックプレート９９が上方から孔に回転自在に嵌め込まれている。このチ
ャックプレート９９は、上アーム１２の下面に一端が固着された図示しないバネ板の他端
により抜け止めされている。ＣＤはターンテーブル９７とチャックプレート９９によって
保持される。
【００２９】
▲４▼ピックアップユニット
下アーム１３の上面には、図９のようにピックアップユニット１６も搭載されている。ピ
ックアップユニット１６の構成を以下に説明する。下アーム１３と一体に形成されたガイ
ドレール１６１を介して光ピックアップ１６２が下アーム１３の長さ方向に沿って移動自
在に設けられている。そして、光ピックアップ１６２をガイドレール１６１に沿って往復
移動させるための手段が設けられている。下アーム１３の上面には一対の軸受部材１６３
を介してねじ軸１６４が回動自在に支持され、光ピックアップ１６２の図示しないめねじ
部がねじ軸１６４に螺合している。このねじ軸１６４には前記スリーブ８７の近傍に固定
した走査用モータ１６５の出力軸が連動連結されている。即ち、ウォームホイール１６６
とねじ歯車１６７とを一体化した歯車１６８が回転自在に支持され、出力軸のウォーム１
６９がウォームホイール１６６に噛み合う一方、ねじ軸１６４に取り付けられたねじ歯車
１７０がねじ歯車１６７に噛み合っている。
【００３０】
▲５▼回動力供給手段
回動力供給手段１７として、前記移送用モータ４６の駆動力で挟持手段１４を回動させる
ための動力伝達部の構成を以下に説明する。ケース１の左の側板１ｂの内側には図６のよ
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うに歯車列１０３が設けられている。即ち、歯車列１０３は、歯車１０３ａ～１０３ｈに
よって構成されている。一方、前記駆動軸３０の左端にも歯車１０４が固着されている。
左の側板１ｂの内側には、鉛直方向へ移動自在にプレート１０５が設けられている。即ち
、プレート１０５の上部には鉛直方向へ長いガイド孔１０５ａが形成され、ガイド孔１０
５ａに挿通されたガイドピン１０６（図２８参照）が左の側板１ｂに固着されてガイドピ
ン１０６には止め輪が取り付けられている。プレート１０５の下部とケース１の底板１ｅ
とにはバネ掛け部１０５ｂ，１０７が形成され、プレート１０５を下方へ付勢する復帰バ
ネ１０８が両者間に設けられている。プレート１０５には前記歯車１０３ｈの軸１０９（
側板１ｂに固着されている）を挿通する逃げ孔１０５ｃが形成されており、軸１０９には
レバー１１０の基端部が回動自在に取り付けられている。このレバー１１０の先端にはレ
バー１１０を貫通する移動軸１１１が固着され、移動軸１１１には歯車１０３ｈと噛み合
う歯車１１２が回転自在に取り付けられている。プレート１０５における逃げ孔１０５ｃ
の上方にはカム孔１０５ｄが形成され、移動軸１１１の貫通端部がカム孔１０５ｄに挿通
されている。つまりプレート１０５を上動させると、カム孔１０５ｄが上動し、カム孔１
０５ｄに挿通されている移動軸１１１は前面側へ移動することから、移動軸１１１に取り
付けられた歯車１１２が、駆動軸３０の歯車１０４とも噛み合うことになる。このプレー
ト１０５を上動させるため、レバー１１３の中間部がピン１１４を介して左の側板１ｂの
内側に回動自在に支持され、レバー１１３の一端がピン１１５を介して回動自在にプレー
ト１０５の下部に結合されている。レバー１１３の他端はディスク昇降台２２のピン２２
ｂが挿通される左の側板１ｂの一対のガイド孔２５の前面側のものの下部に臨んでいる。
つまり、ディスク昇降台２２が最下位置にきて再生モードになると、ピン２２ｂがレバー
１１３の他端を下方へ押して歯車１１２が歯車１０４と噛み合う。
【００３１】
次に、歯車列１０３の最上部の歯車１０３ａと挟持手段１４の下アーム１３とが以下のよ
うにして連動連結されている。図２に示すように前後方向へ長い鉛直部と鉛直部の背面側
に一体に形成された水平部とからなるスライドバー１１６が設けられている。スライドバ
ー１１６における鉛直部の両端近傍には一対のガイド孔１１６ａが形成され、図５のよう
に一対のガイド孔１１６ａに挿通された一対のガイドピン１１７が左の側板１ｂの内側に
固着されるとともに止め輪が取り付けられている。このようにして前後方向へスライド自
在なスライドバー１１６における前面側の下部にはラック１１６ｂが形成されて前記歯車
１０３ａと噛み合う一方、背面側の水平部の先端には下方へ突出する係合ピン１１６ｃの
上端が固着されている。この係合ピン１１６ｃは、図７のように前記下アーム１３の基端
部に一体に形成されるとともに上アーム１２の高さまで延長した水平部の長孔１３ａに遊
嵌されている。この長孔１３ａは図９のようにスリーブ８７の軸心を通りかつスリーブ８
７と直角な半径方向の直線に沿って長く形成されている。
【００３２】
ディスクプレーヤには、ディスク収納部３内にＣＤを挿入したり排出したりする挿脱モー
ドの状態と、ＣＤを再生する再生モードの状態との２つの操作状態があり、前者の場合は
挟持手段１４は図３０のようにＢ位置を占め、後者の場合は図３１のようにＡ位置を占め
る。Ｂ位置とＡ位置との間での挟持手段１４の回動は前記のように回動力供給手段１７を
介して行なわれる。しかし、選択ＣＤと下アーム１３上のターンテーブル９７との位置決
めを高精度に行なう必要があるので、図１０の位置決め手段１１８が設けられている。
【００３３】
位置決め手段１１８の構造を以下に説明する。図９，１０に示すように下アーム１３にお
ける中空軸８６の近傍には、下方へ向かって突出する位置決めピン１１９の上端が固着さ
れている。一方、挟持手段１４が回動するときに位置決めピン１１９が移動する範囲と対
応する部分のピックアップ昇降台１０には円弧孔１０ｃが形成され、円弧孔１０ｃに位置
決めピン１１９が遊嵌されている。つまり、円弧孔１０ｃの両端が第一，第二位置決め手
段となっている。ピックアップ昇降台１０には下方へ突出してバネ掛け部１０ｄが形成さ
れ、バネ掛け部１０ｄと位置決めピン１１９との間にはトグルバネ１２０の両端が掛けら
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れている。挟持手段１４が第一，第二の位置としてのＢ，Ａ位置を占めるときに位置決め
ピン１１９が占める位置をｂ，ａ位置とすると、ｂ，ａの中間点であるｃ位置が位置決め
ピン１１９の運動の方向が変わる変曲点であり、ｃ位置と対応する位置に前記バネ掛け部
１０ｄが配置されている。
【００３４】
▲６▼規制手段
前記挟持手段１４の上アーム１２は前記挟持バネ８９により下方へ付勢されており、図７
のようにこの挟持バネ８９の付勢力で上アームが降下する時期を設定するための規制手段
１８が設けられている。即ち、以下のように構成されている。
【００３５】
ピックアップ昇降台１０の上面であって前記挟持手段１４と分離カム８２との間には円筒
板１２４が立設されている。この円筒板１２４はスリーブ８７を中心とする円筒の一部で
ある部分円筒を形成しており、図３２，図３３のように円筒板１２４には周方向に長い水
平部１２５ａと軸方向に長い鉛直部１２５ｂとからなるＬ字形のガイド孔１２５が形成さ
れている。一方、上アーム１２の基端部にはスリーブ８７を中心とする半径方向の外側へ
向かって突出するガイドピン１２ａが固着され、ガイドピン１２ａはガイド孔１２５に挿
入されている。このため、図７において挟持手段１４が待機位置のＢ位置を占めるときと
、Ｂ位置から再生位置のＡ位置を占める直前まではガイドピン１２ａがガイド孔１２５の
水平部１２５ａに位置するため、挟持バネ８９の付勢力が加わっていても上アーム１２は
降下することなく挟持手段１４は開の状態を維持する一方、挟持手段１４がＡ位置にくる
と、ガイドピン１２ａが鉛直部１２５ｂに位置するため、挟持バネ８９の付勢力で上アー
ム１２が降下してガイドピン１２ａも鉛直部１２５ｂの下端まで下がることになる。
【００３６】
挟持手段１４が図７のＡ位置まで回動してガイドピン１２ａがガイド孔１２５の鉛直部１
２５ｂまで回動してきても直ちに挟持手段１４が挟持動作をせずに、指令を与えて初めて
挟持動作するようにするため、ガイドピン１２ａの下動を一時的に規制する第一規制手段
と、規制後に前記分離カム８２が前進し、選択ＣＤ及び選択トレイ２が降下して前記ター
ンテーブル９７の上に載ったときに規制を解除して選択ＣＤを挟持させる第二規制手段が
設けられている。即ち、以下のように構成されている。前記ピックアップ昇降台１０の上
面であって前記円筒板１２４と前記分離カム８２との間には図７，図３０に示すように軸
受板１２６が分離カム８２と平行に立設されている。軸受板１２６の内側には図７に示す
ように回動軸１２９を介して回動自在に拘束レバー１２７の中間部が支持され、拘束レバ
ー１２７の前面側には外側へ向かって突出するピン１２７ａが固着され、背面側は内側へ
向かって曲げられてガイド孔１２５の鉛直部１２５ｂに臨んでいる。そして、図３０に示
すようにこの拘束レバー１２７の背面側を下方へ向かって付勢するバネ１２８が設けられ
ている。一方、拘束レバー１２７の前面側のピン１２７ａは図３２のように分離カム８２
の内側下部に形成されたカム溝８２ｒに遊嵌されている。このカム溝８２ｒにおける背面
側の上部には逃げ部が形成されており、分離カム８２が前面側へ移動して選択トレイ２の
ピン２ｃ，２ｄが中段嵌入部８２ｋ，８２ｋにはいるとピン１２７ａがカム溝８２ｒの逃
げ部に逃げ得る状態となって拘束レバー１２７がバネ１２８により回動し、挟持バネ８９
の付勢力により上アーム１２が降下するように設定されている。
（Ｇ）押出手段
押出手段８はケース１の内部の左右に設けられている。これらは略同一の構成なので一方
についてのみ説明する。図１，図１９に示すように、回動することによってＣＤを押し出
すための押出レバー１３２が、ケース１の天井板１ｄから下方へ突出する固定軸１３３に
回動自在に取り付けられている。押出レバー１３２の高さは前記ローラ３５，３６の間の
高さと同一に設定されている。そして、固定軸１３３を囲繞するようにして設けられた復
帰バネ１３４の両端が、押出レバー１３２に形成されたバネ掛け部１３２ａと天井板１ｄ
に形成されたバネ掛け部とに掛けられている。一方、今までに述べた分離カム８２の前面
側へ移動することによる空間形成の作用とは反対の方向である背面側へ移動することで押
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出レバー１３２が回動するように構成されている。即ち、以下のようになっている。図７
に示すように前記軸受板１２６の外側には前後方向へ一定量だけスライド自在にプレート
１３５が設けられている。つまり、軸受板１２６に一対のガイド孔１２６ａが形成される
一方、夫々のガイド孔１２６ａに挿通したガイドピン１３５ａがプレート１３５に固着さ
れている。プレート１３５の前面側端は内側へ折り曲げられて押出レバー１３２と一体の
被押圧部１３２ｂと係合しうるようになっており、背面側端は外側へ折り曲げられて分離
カム８２の背後へ向かって突出している。
（Ｈ）操作手段
最後に、操作手段９について説明する。この操作手段９は、挿脱モードのときにはディス
ク昇降台２２を昇降させて各段のトレイ２上のＣＤの挿脱を可能にし、更には前記開閉手
段６を開いたり押出手段８を動作させたりし、再生モードのときにはディスク昇降台２２
を最下位置に保持した状態でピックアップ昇降台１０を昇降させて選択されたＣＤを選択
し、更には空間形成手段１１を動作させかつ規制手段１８を動作させる。
【００３７】
図２，図１１に示すようにケース１の左右の側板１ｂ，１ｃの外側には、前後方向へスラ
イド自在に内スライダ１３９と外スライダ１４０とが設けられている。左右対称なので、
一方について説明する。内，外スライダ１３９，１４０の上下にガイド孔１３９ａ，１４
０ａが形成され、側板に固着したガイドピン１５８，１５９がガイド孔１３９ａとガイド
孔１４０ａとの双方に挿通され、ガイドピン１５８，１５９には止め輪が取り付けられて
いる。内スライダ１３９の背面側には、鉛直スリット７８から突出するピックアップ昇降
台１０の一対のピン７７を６段階に昇降させるための一対の階段スリット１４１が形成さ
れている。内スライダ１３９の前面側には、鉛直スリット２５から突出するディスク昇降
台２２の一対のピン２２ｂを６段階に昇降させるための一対の階段スリット１４２が形成
されるとともに夫々の階段スリット１４２の下には再生モードのときにディスク昇降台２
２を最下位置に保持してピックアップ昇降台１０のみを昇降させるための床面スリット１
４３が連続して形成されている。一方、外スライダ１４０には長いピンであるディスク昇
降台２２の一対のピン２２ｂが入り込むスリットのみが形成されている。即ち、一対のピ
ン２２ｂを階段スリット１４２内に入れて上下動させるための四角形状の一対の挿脱モー
ド用スリット１４４と、床面スリット１４３内に入れて最下位置に保持するための水平線
状の一対の再生モード用スリット１４５と、外スライダ１４０をいずれかの方向へスライ
ドさせることによりテーパ面１４６ａ，１４６ｂによりピン２２ｂを上動又は下動させて
一対の階段スリット１４２と床面スリット１４３との間で一対のピン２２ｂの位置を入れ
替えるための４５゜に傾斜した切換用スリット１４６とが連通して形成されている。再生
モード用スリット１４５どうしの上下方向の位置を同一にすると、スリットどうしが重な
って連通してしまうことから、再生モード用スリット１４５，挿脱モード用スリット１４
４，床面スリット１４３，階段スリット１４２と、これらに挿入するピン２２ｂの高さが
相互に異なっている。
【００３８】
外スライダ１４０の背面側の上部は内側へ向かって直角に曲げられ、突出部１４０ｂが形
成されている。外スライダ１４０と共にこの突出部１４０ｂが移動できるように、内スラ
イダ１３９及び側板１ｂの背面側には逃げ切欠１３９ｂ，逃げスリット１４７が形成され
ている。ピックアップ昇降台１０と共に昇降する分離カム８２の高さ位置に拘らず分離カ
ム８２が外スライダ１４０と一体にスライドさせられるようにするため、図２のように分
離カム８２の背面側の外側の面には鉛直方向沿って係合溝８２ｓが形成され、当該係合溝
８２ｓに突出部１４０ｂがスライド自在に嵌め込まれている。また、左側の外スライダ１
４０における前面側にはケース１の底板１ｅの下へ向かって折り曲げて係合部１４０ｃが
形成されている。この係合部１４０ｃは、外スライダ１４０が背面側へスライドする際に
前記被押圧部７０ｃを背面側へ押圧し、復帰バネ６９の付勢力に拘してシャッタ６４を開
くようになっている。
【００３９】
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次に、前記の内スライダ１３９，外スライダ１４０の右側のものと左側のものとを同期し
て同時にスライドさせるための駆動機構について説明する。図２，図６に示すようにケー
ス１の底板１ｅの下であって背面側には二対の軸受を介して２本の連結軸１４８，１４９
が回転自在に支持されている。夫々の連結軸１４８，１４９の両端にはピニオン１５０，
１５１が固着され、これらのピニオン１５０，１５１は内スライダ１３９，外スライダ１
４０の背面側の下部に形成されたラック１３９ｃ，１４０ｄと噛み合っている。連結軸１
４８，１４９には歯車１５２，１５３が固着されており、この歯車１５２，１５３には操
作用モータ１５４，１５５が個別に連動連結されている。即ち、以下のようになっている
。ケース１内の背面側の右側に配置されている前記軸受板１２６の内側の上下位置に操作
用モータ１５５，１５４が取り付けられ、これらのモータ１５５，１５４の出力軸が軸受
板１２６の内側に設けた２組の減速手段１５６，１５７を介して歯車１５２，１５３に連
動連結されている。
【００４０】
次に、斯かるディスクプレーヤの作用を説明する。
【００４１】
（Ｉ）作用の全体構成
ディスクプレーヤの作用は、ディスク収納部３へのＣＤの挿入とディスク収納部３からの
ＣＤの排出と、ディスク収納部３にストックされた複数のＣＤのうちの一枚を選択して再
生するＣＤの再生との３つの作用によって構成される。
【００４２】
　（Ｊ）ＣＤの挿入
　ＣＤをディスク収納部３へ挿入する場合は、トレイ２に付されている番号（上から下へ
向かって１～６の番号が付されている）を選択して図示しない番号ボタンの例えば「２」
のボタンを押したのちに図示しない挿入ボタンを押す。操作用モータ１５４の出力軸の回
転が減速手段１５６，連結軸１４８に伝わり一対の内スライダ１３９がスライドする動き
と、操作用モータ１５５の出力軸の回転が減速手段１５７，連結軸１４９に伝わり一対の
外スライダ１４０がスライドする動きとが別個独立に行われる。外スライダ１４０の一対
の挿脱モード用スリット１４４内に一対のピン２２ｂが入り込んで、例えば図１２のよう
に一対のピン２２ｂが挿脱モードにおけるモード切換位置にあるときにボタンが押される
と、内スライダ１３９が後退することにより図１３（ａ）に示すように一対のピン２２ｂ
が階段スリット１４２の下から２番目まで上昇してそれと共にディスク昇降台２２も上昇
して上から２番目のトレイ２上のＣＤが押出レバー１３２の高さに設定される。なお、こ
のとき、ピックアップ昇降台１０も同時に上昇するが、これは不要な動きとなる。内スラ
イダ１３９を更に後退させれば、ピン２２ｂと共に が上昇し、順次に
３～６番目のトレイ２が押出レバー１３２の高さになる。
【００４３】
次に、図１３（ａ）の待機位置から挿脱モード用スリット１４４の前後方向での中間位置
にピン２２ｂが来るまで外スライダ１４０が後退すると、外スライダ１４０の係合部１４
０ｃが底板１ｅの下で図２に示す被押圧部７０ｃを背面側へ押圧するため、前後スライド
板７０の動きがレバー７２を介して左右スライド板６６へ伝わり、復帰バネ６９の付勢力
に抗して左右スライド板６６が左方へ移動し、シャッタ６４が上昇して図１７（ｂ）のよ
うに挿脱口４が開放される。
【００４４】
以上の動作によりシャッタ６４が開き、前記のように既に上から２番目のトレイ２が押出
レバー１３２と同一高さになっているので、図１７（ａ）のように上下のローラ３５，３
６の間へＣＤ１７１を挿入しようとすると、シャッタ６４の手前中央に配置した図示しな
いセンサがＣＤ１７１を検出し、移送用モータ４６が回転を始める。移送用モータ４６の
回転力が歯車を介してローラ３６に伝わるため、図１８のようにバネ３８によりローラ３
６へ付勢されるローラ３５との間にＣＤ１７１が噛み込まれ、ローラ３５，３６の回転に
よってＣＤは上から２番目のトレイ２の上に挿入されるが、ＣＤ１７１がローラ３５，３
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６から離れた状態までしか挿入されないので、残りの数ｍｍは押込バネ６０によって中央
方向へ付勢される一対の縦ローラ５７により押し込まれる。ＣＤ１７１はトレイ２上では
一対の板バネ２ｅの押さえ部２ｆによりトレイ２上に保持される。ＣＤ１７１がローラ３
５，３６から離れると、図示しないリミットスイッチが動作して移送用モータ４６の回転
が止まると同時に外スライダ１４０が前進して図１３（ａ）の待機位置へ戻るため、背後
側へ向かって押圧されていた被押圧部７０ｃが開放され、復帰バネ６９の作用でシャッタ
６４が閉じる。
【００４５】
一対のピン２２ｂが階段スリット１４２の他の高さ位置（下から１，３～６番目）を占め
る場合も上記と同じ動作でＣＤを挿入できる。
【００４６】
（Ｋ）ＣＤの排出
ＣＤをディスク収納部２から排出する場合は例えば「２」の番号ボタンと排出ボタンとを
押す。すると挿入時と同様に例えば図１２の挿脱モードの切換位置から図１３（ａ）の待
機位置へピン２２ｂが移動し、上から２番目のトレイ２上のＣＤが押出レバー１３２の高
さに設定される。そして前記と同様に図１３（ｂ）の位置にピン２２ｂが来るまで外スラ
イダ１４０が後退するとシャッタ６４が開く。ここまでの動作はＣＤの挿入時と全く同じ
である。
【００４７】
次に、図１４に示すように挿入モード用スリット１４４の前面側にピン２２ｂが来るまで
外スライダ１４０が更に後退すると、図１９に示すように外スライダ１４０の背後側の突
出部１４０ｂを介して外スライダ１４０と連動する分離カム８２が後退し、分離カム８２
の背面がプレート１３５の背後側を押して後退させる。すると、プレート１３５の前面側
が押出レバー１３２の被押圧部１３２ｂを背面側へ押し、押出レバー１３２が回動して上
から２番目のＣＤ１７１の両側を押し出す。排出ボタンを押すと同時に移送用モータ４６
が回転してローラ３５，３６は既に回転しているので、押し出されたＣＤ１７１が図２０
のようにローラ３５，３６間に挟まれて排出される。排出によりＣＤ１７１が落下するの
を防止するため、ＣＤ１７１の背面側の一部がローラ３５，３６に挟まれているときに図
示しないリミットスイッチがこれを検出し、移送用モータ４６の回転が停止する。このあ
とは手動でＣＤ１７１を一対のローラ３５，３６間から抜き取ることになる。ＣＤ１７１
が抜き取られたことを図示しないセンサが検出すると、外スライダ１４０が前進し、ピン
２２ｂが図１４の位置から図１３（ａ）の待機位置へ戻る。
【００４８】
すると、分離カム８２からプレート１３５へ加わっていた背面側への力が除去されるため
、押出レバー１３２は復帰バネ１３４の付勢力により回動して図１９（ａ）に実線で示す
元の位置へ復帰し、続いてＣＤの挿入後と同様にシャッタ６４が閉じる。
【００４９】
一対のピン２２ｂが階段スリット１４２の他の高さ位置（下から１，３～６番目）を占め
る場合も上記と同じ動作でＣＤを排出できる。
【００５０】
（Ｌ）ＣＤの再生
ＣＤの再生を行うには、選択されたＣＤの番号を付した番号ボタンの例えば「２」のボタ
ンと再生ボタンとを押す。すると、前記の図１３（ａ）の状態から内スライダ１３９が前
進することにより図１２のようにピン２２ｂが挿脱モード用スリット１４４の最下位置ま
で降下してモード切換位置に来た後、外スライダ１４０が前進する。すると、切換スリッ
ト１４６の上テーパ面１４６ｂ（図１１（ｃ）参照）が押圧されることによってピン２２
ｂが降下して内スライダ１３９の床面スリット１４３へ移動すると同時に、このピン２２
ｂは外スライダ１４０の再生モード用スリット１４５内へ移動して図１５（ａ）のように
再生モードに切り換わる。この切り換え時には、ピックアップ昇降台１０の一対のピン７
７は階段スリット１４１の最下位置に止まったままである。このときのピン２２ｂの位置
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は、再生モードにおける挿脱モードへの切換位置であり、この状態から外スライダ１４０
を後退させると切換スリット１４６の下テーパ面１４６ａが押圧されることによってピン
２２ｂが上昇して図１２のように前記の挿脱モードにおけるモード切換位置へ戻ることが
できる。
【００５１】
図１５（ａ）に示すピン２２ｂの外スライダ１４０に対する位置はモード切換位置である
だけでなくピックアップ昇降台１０の高さのみを変えて再生するＣＤを選択するＣＤ選択
位置でもある。つまり、図１５（ａ）の位置から内スライダ１３９のみを後退させれば、
一対のピン２２ｂは相対的に床面スリット１４３の中を前進するように見えて実際には鉛
直スリット２５の最下位置に保持されるためディスク昇降台２２は最下の再生位置から動
くことはないが、他方の一対のピン７７は外スライダ１４０に隠れて見えないが相対的に
階段スリット１４１に沿って上昇するように見えて実際には鉛直スリット７８の中を段階
的に上昇する。つまり、内スライダ１３９を後退させることにより床面スリット１４３の
位置に付された番号１～６の位置に一対のピン２２ｂを位置させると、一対のピン７７は
上下方向に付された番号１～６の高さまで昇降し、当該番号のＣＤを再生できる状態とな
る。図１５（ａ）は６番のＣＤを再生できる状態であり、図１５（ｂ）は１番のＣＤを再
生できる状態である。
【００５２】
ここでは前記のように２番のＣＤが選択されているので、図１６（ａ）に示すように一対
のピン７７が上から２番目の位置まで上昇する。以上の動作で再生するＣＤが再生しうる
状態になり、以後の動作は何番のＣＤが選ばれた場合も同じであり、外スライダ１４０の
動きと移送用モータ４６の駆動によって動作する。
【００５３】
再生する２番のＣＤが選択された図１６（ａ）の待機状態の後の作用を以下に説明する。
図１６（ｂ）の外スライダ１４０上のＤ位置をピン２２ｂが占めるときつまりは図１６（
ａ）の状態は待機状態であり、このとき分離カム８２は図２２の位置にあり、外スライダ
１４０が前進してピン２２ｂが第一段階としてＥ位置に来ると、分離カム８２が前進して
図２１（ａ）のように上から２段目と３段目とのトレイ２のピン２ｄ同士の間へ分離カム
８２の背面側の下部先端が入り込み（ピン２ｃについても前面側の下部先端が入り込んで
、以下ピン２ｄと同様の作用となる）、第二段階としてピン２２ｂがＦ位置に来ると上か
ら２段目のトレイ２のピン２ｄが第一分離制御部８２ｃ 1を摺動して上段嵌入部８２ｊの
上に載り、分離カム８２の上部先端が上から１段目と２段目とのトレイ２のピン２ｄ同士
の間へ入り込んで図２３の状態となり、第三段階としてピン２２ｂがＧ位置に来ると、上
から１段目のトレイ２のピン２ｄは第二分離制御部８２ｃ 2を摺動して分離カム８２の上
面８２ｆに載る。このため、第三段階でピン２２ｂがＧ位置にくると、図２４のように上
から２番目の選択トレイ２の上と下とに空間が形成される。
【００５４】
ピン２２ｂが図１６（ｂ）のＧ位置まで来たことが図示しないセンサにより検出されると
、移送用モータ４６が回転を開始する。前記のように再生モードに切り換わったときに一
対のピン２２ｂが床面スリット１４３内に入り込んで回動力供給手段１７のレバー１１３
を下方へ押した状態になっているので、図２８（ａ）の状態からレバー１１３がピン１１
４を中心として反時計方向へ回動し、プレート１０５が上昇してレバー１１０が軸１０９
を中心に時計方向へ回動し、図２８（ｂ）のように歯車１１２が歯車１０３ｈに噛み合い
ながら歯車１０４とも噛み合う状態に既になっている。従って、移送用モータ４６の回転
が駆動軸３０と歯車列１０３とを介してラック１１６ｂを有するスライドバー１１６に伝
わり、図２９のようにスライドバー１１６が後退する。するとスライドバー１１６の背面
側下部の係合ピン１１６ｃが長孔１３ａに遊嵌されていることから挟持手段１４が前面側
へ向かって回動し、図１０（ａ）の位置決めピン１１９が変曲点であるｃ位置を越えると
、トグルバネ１２０の付勢力が反対方向へ作用して図１０（ｂ）のように位置決めピン１
１９がａ位置まで回動し、図２４に示すように選択されたＣＤ２の上下に上アーム１２，
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下アーム１３と共にチャックプレート９９，ターンテーブル９７が入り込む。これを平面
図で示すと、図３０の状態から図３１の状態になる。挟持手段１４の回動を検出する図示
しないリミットスイッチにより移送用モータ４６の回転が止まる。
【００５５】
第四段階としてピン２２ｄが図１６（ｂ）のＨの位置に来るまで外スライダ１４０が前進
すると、選択トレイ２のピン２ｄが中段嵌入部８２ｋの中へ降下するため、選択トレイ２
及び選択ＣＤが降下して図２５のように選択ＣＤがターンテーブル９７の上に載る。また
、これと略同時に外スライダ１４０と共に分離カム８２が前進することによって規制手段
１８が動作し、挟持バネ８９の作用によって挟持手段１４の上アーム１２が下動し、選択
されたＣＤがターンテーブル９７とチャックプレート９９との間に挟持される。即ち、挟
持の作用を詳述すると以下のようになる。ピン２２ｂがＧの位置にあって挟持手段１４が
待機位置Ｂを占めるときは図３２のようにガイドピン１２ａはガイド孔１２５の水平部１
２５ａに位置し、挟持手段１４が再生位置Ａを占めるときは図２１（ｂ），図３３（ａ）
のようにガイドピン１２ａはガイド孔１２５の鉛直部１２５ｂに移動するが、ピン１２７
ａは分離カム８２のカム溝８２ｒの逃げ部へは逃げられないためにガイドピン１２ａは拘
束レバー１２７の背面側に阻止されて降下できない。次に、ピン２２ｂがＨ位置まで移動
すると、分離カム８２も前進するために図２１（ｂ），図３３（ｂ）に示すようにピン１
２７ａはカム溝８２ｒの逃げ部へ逃げることが可能になり、バネ１２８で付勢される拘束
レバー１２７のピン１２７ａが分離カム８２のカム溝８２ｒの逃げ部へ向かって上動し、
拘束レバー１２８の背面側が下がる。このため、図３４のように挟持バネ８９によって付
勢されていた上アーム１２が降下して前記のように選択ＣＤ１７１が挟持される。
【００５６】
底板１ｅに立設した支柱９２を把持手段１４の回動中心である中空軸８６に挿通すること
で挟持手段１４の回動中心は底板１ｅの上で高精度に位置決めされ、かつトグルバネ１２
０で位置決めピン１１９をピックアップ昇降台１０に押圧した状態で保持するので、ター
ンテーブル９７，チャックプレート９９は円周方向の軌跡上で高精度に位置決めされる。
一方、ＣＤ１７１が載るトレイ２を案内するガイド支柱２３も支柱９２と同様に底板１ｅ
上に立設されているため、ＣＤ１７１も底板１ｅの上で高精度に位置決めされている。従
って、再生されるＣＤの中心と、ターンテーブル９７の中心と、チャックプレート９９の
中心とが高精度で一致し、ＣＤ１７１の挟持が確実に行われる。
【００５７】
最後の第五段階としてピン２２ｂが図１６（ｂ）のＩ位置に来るまで外スライダ１４０が
前進すると、図２１（ａ）のように選択トレイ２のピン２ｄが下段嵌入部８２ｍまで降下
し、それまでは選択ＣＤ１７１と接触していた選択トレイ２が図２６のように降下して選
択ＣＤ１７１から離れると同時に、図２７のように選択ＣＤ１７１を押さえていた板バネ
２ｅの受け部２ｈが分離カム８２の背面側の上段嵌入部８２ｊの下面に押されて押し上げ
られ選択ＣＤ１７１を開放する。このとき選択トレイ２より下方のトレイ２は分離カム８
２の下面８２ｈによって押さえられており、選択トレイ２より上方のトレイ２はコイルバ
ネ２４によって下方へ付勢されているので、車両の振動する影響を受けてトレイ２が振動
するのが防止される。
【００５８】
以上のようにして選択ＣＤが挟持手段１４に挟持されたあとは、挟持手段１４が図３１の
ようにＡ位置に保持された状態でＣＤの再生が行われる。まずスピンドルモータ９６が回
転するとターンテーブル９７を介してＣＤが回転する。次にピックアップユニット１６の
走査用モータ１６５が回転するとその回転がねじ軸１６４に伝わり、光ピックアップ１６
２がねじ軸１６４に沿ってＣＤの半径方向の内側から外側へ向かって移動し、ＣＤの再生
が行われる。
【００５９】
ＣＤの再生が行われた後はねじ軸１６４が逆回転して光ピックアップ１６２が元の位置へ
戻ると走査用モータ１６５の回転が停止し、スピンドルモータ９６の回転も停止する。そ
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の後は前記と逆の手順で外スライダ１４０が後退し、分離カム８２も後退する。そして、
図２１（ｂ）に示すようにピン１２７ａがＨ位置からＧ位置へ戻ると、図３３（ｂ）の位
置にあった拘束レバー１２７のピン１２７ａが図３３（ａ）のように分離カムの逃げ部か
ら外れて下動し、拘束レバー１２７の背面側が上がる。このため、挟持手段１４から外側
へ向かって突出するガイドピン１２ａがガイド孔１２５の鉛直部１２５ｂに沿って押し上
げられ、挟持手段１４は回動し得る状態になる。このあとは図示しないセンサがガイドピ
ン１２ａの上動したことを検出し、移送用モータ４６が前記とは逆方向へ回転して挟持手
段１４が背面側へ回動する。そして、図１０（ｂ）のｂ位置を占めていた位置決めピン１
１９が変曲点であるｃ位置を越えると、トグルバネ１２０の付勢力が反対方向へ作用して
図１０（ａ）のように位置決めピン１１９がｂ位置まで回動し、挟持手段１４は待機位置
であるＢ位置へ戻る。挟持手段１４の回動を検出する図示しないリミットスイッチにより
移送用モータ４６の回転は止まる。挟持手段１４は待機位置Ｂに位置していてもトグルバ
ネ１２０により背面側へ付勢されているので、両車の振動による影響を受けることはない
。このあと、外スライダ１４０が後退してピン２２ｂが図１６（ｂ）の待機位置Ｄまで戻
ると、分離カム８２も後退して第１～３番目のトレイ２の全てが降下し、６枚のトレイ２
が分離されない図２２の状態に戻る。
【００６０】
上から２番目以外の他のＣＤを再生する場合は、図１６（ａ）の状態から内スライダ１３
９を前進又は後退させて図中の内スライダ１３９に付された１，３，４，５，６のいずれ
かの位置へピン２２ｂを相対的に移動させたのちに、外スライダ１４０をスライドさせて
図１６（ｂ）の外スライダ１４０上のＤ～Ｉの位置をピン２２ｂに順次合わせることによ
り、前記と同じ動作を繰り返すことができる。
【００６１】
なお、本実施の形態はディスクの記録及び／又は再生装置を音声の再生のためのディスク
プレーヤに適用した場合について示したが、音声の記録用の装置あるいは記録及び再生用
の装置、又は音声に限らず映像の記録及び／又は再生のための装置に適用してもよい。ま
た、トレイの重なる方向が鉛直方向である場合として示したが、トレイの重なる方向を水
平方向にすることもできる。更に、ディスクの大きさは１２ｃｍのものを用いるが、８ｃ
ｍ等の他の大きさのものにも適用できる。
【００６２】
　

【００６３】
【発明の効果】
　以上の説明からわかるように、 に係るディスクの記録及び／又は再生装置によ
ればトグルバネと第一，第二位置決め手段とによりターンテーブルが第一，第二の位置で
位置保持されるので、ターンテーブルの位置決めが高精度に行なわれる。従って、ターン
テーブルとディスクとの相対的な位置決めも高精度に行なわれる。また、位置決め後にお
いてもトグルバネによって位置決めピンは付勢されているので、車両の振動による影響を
受けにくい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるディスクの記録及び／又は再生装置の実施の形態を示すディスクプ
レーヤの外観斜視図。
【図２】ディスクプレーヤの分解斜視図。
【図３】（ａ）はディスクプレーヤにおけるディスク収納部の分解斜視図、（ｂ）はトレ
イの要部を一部破断して示す斜視図。
【図４】ディスクプレーヤにおけるディスク収納部に係り、（ａ）は平面図、（ｂ）は正
面図。
【図５】ケースの前面側の内部を背面側から見た斜視図。
【図６】移送手段及び回動力供給手段等の分解斜視図。
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また更に、駆動源として移送用モータの駆動力を用いたが、別個に駆動用のモータを設
けてもよい。

請求項１



【図７】再生手段の斜視図。
【図８】挟持手段の要部断面図。
【図９】ピックアップユニットの平面図。
【図１０】位置決め手段に係り、（ａ）は挟持手段が待機位置に位置決めされた場合の背
面図、（ｂ）は再生位置に位置決めされた場合の背面図。
【図１１】操作手段に係り、（ａ）はピックアップ昇降台及びディスク昇降台の正面図、
（ｂ）は内スライダの正面図、（ｃ）は外スライダの正面図。
【図１２】ＣＤの挿入，排出を行うための挿脱モード状態であってモード切換位置を示す
操作手段の作用説明図。
【図１３】上から２番目のＣＤを挿脱する場合に係り、（ａ）は２番目のＣＤが選択され
た待機状態の操作手段の作用説明図、（ｂ）はシャッタが開いた状態の操作手段の作用説
明図。
【図１４】上から２番目のＣＤを排出する場合における押出レバーが回動した状態の操作
手段の作用説明図。
【図１５】ＣＤの再生を行うための再生モード状態に係り、（ａ）は上から６番目のＣＤ
を再生する場合の操作手段の作用説明図、（ｂ）は上から１番目のＣＤを再生する場合の
操作手段の作用説明図。
【図１６】上から２番目のＣＤを再生する場合に係り、（ａ）はピンがＤ位置の待機状態
にあるときの操作手段の作用説明図、（ｂ）はピンがＩ位置の再生状態にあるときの操作
手段の作用説明図。
【図１７】ＣＤ挿入時のディスクプレーヤに係り、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図。
【図１８】ＣＤ挿入時のディスクプレーヤの側面断面図。
【図１９】ＣＤ排出時の押出手段に係り、（ａ）は平面図、（ｂ）は正面図。
【図２０】ＣＤ排出時の押出手段の側面断面図。
【図２１】分離カムの作用に係り、（ａ）はトレイの動きとの関係を示す作用説明図、（
ｂ）はピンとの関係を示す作用説明図。
【図２２】分離カムがトレイの分離を始める前の状態を示す側面図。
【図２３】分離カムにより、トレイが２分離された状態を示す側面図。
【図２４】分離カムにより、トレイが３分離された状態を示す側面図。
【図２５】トレイが３分離された後に選択トレイのみが降下して選択ＣＤがターンテーブ
ル上に載り挟持手段に挟持された状態を示す側面図。
【図２６】選択ＣＤが挟持手段に挟持された後に選択トレイのみが再び降下して選択ＣＤ
から離れた状態を示す側面図。
【図２７】再生時に選択トレイの板バネが上がって選択ＣＤが開放された状態を示す説明
図。
【図２８】回動力供給手段に係り（ａ）は回動力が供給されない状態の作用説明図、（ｂ
）は供給される状態の作用説明図。
【図２９】回動力が挟持手段に供給されている状態を示す作用説明図。
【図３０】挟持手段が待機位置を占める状態を示す作用説明図。
【図３１】挟持手段が再生位置を占める状態を示す作用説明図。
【図３２】挟持手段が待機位置を占めるときの規制手段の状態を示す作用説明図。
【図３３】挟持手段が再生位置を占めるときの規制手段に係り、（ａ）は挟持を阻止して
いる状態を示す作用説明図、（ｂ）は阻止を解除した状態を示す作用説明図。
【図３４】規制手段による阻止の解除により挟持手段がＣＤを挟持した状態を示す作用説
明図。
【符号の説明】
　３…ディスク収納部，５…移送手段，１０ｃ…円弧孔， １３…下アー
ム， １７…回動力供給手段，４６…移送用モータ，

８６…中空軸 ， ９２…支柱，９
７…ターンテーブル，１１９…位置決めピン，１２０…トグルバネ，
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１２…上アーム，
１４…挟持手段， ８２…分離カム，８

２ｒ…カム溝（第二規制手段）， （軸） ８９…挟持バネ，
１２７…拘束レバー



１７１…ディスク，Ｂ…待機位置，
Ａ…再生位置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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（第一規制手段），１２７ａ…ピン（第二規制手段）



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(18) JP 3975624 B2 2007.9.12



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】
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